
＝会議には20人が参加し意見を交わした＝
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第
92
回
定
期
全
国
大
会

日  

時  

２
０
２
３
年
７
月
27
日（
木
）〜
28
日（
金
）

第
37
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会

日  

時  

２
０
２
３
年
８
月
19
日（
土
）

魅
力
あ
る
会
社
＝
組
合
加
入
し
要
求
・
改
善
へ

　
　
　
　
　
　

大
胆
に
国
労
加
入
を
訴
え
よ
う

４
・
８
／
第
１
回
「
支
部
・
地
域
分
会
代
表
者
会
議
」

　

地
方
本
部
は
４
月
８
日
、
第
１
回
「
支
部
・
地
域
分
会
代
表
者
会
議
」
を
盛
岡
市
・
国
労
会
館
に
て

開
催
し
た
。
会
議
に
は
、
佐
々
木
政
志
委
員
長
・
及
川
孝
副
委
員
長
・
菊
池
要
悦
書
記
長
・
小
笠
原
勝

豊
執
行
委
員
及
び
各
機
関
の
代
表
者
ら
20
人
が
参
加
し
た
。

　

地
方
本
部
は
こ
の
間
、
１
月
に
開
催
し
た
両
支
部
の
「
分
会
代
表
者
会
議
」
か
ら
各
地
区
で
の
「
第

２
回
地
区
集
会
」
を
開
催
し
、
当
面
す
る
闘
い
の
展
開
や
諸
課
題
に
つ
い
て
共
有
を
図
っ
て
き
た
。

　

会
議
は
、
23
春
闘
の
取
り
組
み
と
振
り
返
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
組
織
強
化
・
拡
大
」
の
取
り

組
み
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
、
今
後
の
「
組
織
の
在
り
方
」
な
ど
、
国
労
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
る
重
要
な
会
議
と
な
っ
た
。
国
労
運
動
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
意
識
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

を
相
談
さ
れ
た
。
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
事
」
（
一
関
）
「
『
融
合
と
連
携
』
で
確
実
に
仕
事
が

増
え
業
務
が
回
ら
な
い
。
若
手
社
員
の
離
職
問
題
も
深
刻

で
、
労
働
組
合
と
し
て
も
歯
止
め
を
掛
け
た
い
」
（
青

森
）
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

　

発
言
を
受
け
菊
池
書
記
長
が
、
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
ベ

ア
は
労
働
組
合
と
し
て
継
続
し
て
求
め
て
き
た
も
の
。
本

社
団
交
の
中
で
寒
冷
地
手
当
は
エ
ル
ダ
ー
賃
金
に
含
ま
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
求
め
て
い
き
た

い
。
働
く
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
は
周
り
の
環
境
を
良

く
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
労
働
組
合
に
加
入
し
団

結
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
労
組
未
加
入
者
へ
訴
え
て
い

こ
う
」
と
答
弁
し
た
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
第
20
回
統
一

自
治
体
選
挙
が
施
行
さ
れ
る
。
推
薦
す
る
予
定
立
候
補
者

を
議
会
に
送
り
出
し
て
い
く
た
め
、
地
域
・
職
場
か
ら
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
若
手
社
員
も
多
く
、
声
を
掛
け
る
中
で
投
票
を
促
し

て
い
く
こ
と
も
労
働
組
合
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
魅

力
あ
る
会
社
・
職
場
に
す
る
た
め
に
は
一
人
で
悩
む
の
で

は
な
く
、
組
織
さ
れ
た
労
働
組
合
に
加
入
し
会
社
に
要
求

し
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
高
い
問
題
意
識
と
職
場
で
の
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
が
必
要
で
あ
り
、
大
胆
に
国
労
加
入
を
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

会
議
は
及
川
副
委
員
長
が
開
会
挨
拶
し
、
佐
々
木
委
員

長
が
「
23
春
闘
総
括
を
は
じ
め
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

私
た
ち
の
要
求
実
現
や
組
織
拡
大
の
実
現
を
図
る
た
め
積

極
的
な
意
見
交
換
を
お
願
い
し
た
い
」
と
座
長
就
任
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
菊
池
書
記
長
が
①
２
３
春
闘
総
括

に
つ
い
て
②
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
③
今
後
の
「
組

織
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
④
全
国
大
会
・
東
日
本
本
部
大

会
代
議
員
議
員
選
挙
に
つ
い
て
⑤
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
闘
い
に
つ
い
て
―
―
な
ど
を
提
起
し
、
意
見
交
換
に

入
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
「
23
春
闘
・
年
末
手
当
の
動
向
な
ど

若
手
社
員
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
。
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
抱
え
る
中
で
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
の
情
報
を
聞
き

入
れ
て
い
る
」
（
青
森
）
「
手
当
や
賃
金
は
欲
し
い
が
春

闘
に
は
興
味
が
な
く
、
会
社
の
提
示
さ
れ
た
も
の
に
従
う

と
い
う
雰
囲
気
」
（
一
関
）
「
春
闘
要
求
実
現
に
は
地
方

か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
で
も
寒

冷
地
手
当
を
要
求
し
て
い
き
た
い
」
（
青
森
）
な
ど
の
発

言
が
あ
り
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
「
社
友
会
連
絡
協

議
会
の
動
き
の
注
視
が
必
要
。
若
手
社
員
に
会
社
の
不
満

23
春
闘
・
組
織
強
化
・
拡
大
な
ど

　
　
　

20
人
が
参
加
し
意
見
交
換

５
・
１
各
地
区
で
メ
ー
デ
ー
開
催

　
　
　
　

４
年
ぶ
り
に
交
流
会
も

　

第
94
回
岩
手
県
中
央
メ
ー
デ
ー
集
会
が
５
月
１
日
、
盛

岡
城
跡
公
園
広
場
に
て
開
催
さ
れ
盛
岡
地
方
本
部
・
盛
岡

地
域
分
会
・
盛
岡
か
ら
の
通
勤
者
ら
15
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
佐
々
木
秀
市
実
行
委
員
長
が
「
賃
上
げ
や
働

き
方
改
革
の
推
進
を
広
め
、団
結
を
強
め
よ
う
」
と
挨
拶
し
、

達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
・
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
・
金
田
一

文
紀
労
働
者
福
祉
協
議
会
副
会
長
が
来
賓
挨
拶
し
た
。
お

楽
し
み
抽
選
会
や
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
、「
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
」
し
て
閉
会
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
盛
岡

＝岩手県中央メーデーには15人の仲間が参加した＝＝八戸メーデーで挨拶する奥山力分会長＝

市
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。
ま
た
、
同
広
場
に
て
青
空
の
下

で
４
年
ぶ
り
に
交
流
会
が
開
催
さ
れ
団
結
を
深
め
合
っ
た
。

　

青
森
支
部
で
は
第
94
回
メ
ー
デ
ー
を
例
年
通
り
各
地
区

で
の
国
労
独
自
の
集
会
と
し
て
取
り
組
み
、
青
森
地
域
分

会
は
青
森
支
部
事
務
所
で
、
八
戸
地
域
分
会
は
分
会
事
務

所
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
鉄
道
退
職
者
の
会
を
含
め
、

青
森
地
区
で
は
19
人
、
八
戸
地
区
で
は
23
人
が
参
加
し
た
。

　

青
森
地
域
分
会
で
は
、
小
原
典
昭
分
会
長
が
「
春
闘
を

終
え
若
手
社
員
か
ら
も
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
意
見
を
吸
い
上
げ
今
後
の
交
渉
に
活
か
し
て
取

り
組
む
姿
を
見
せ
る
中
で
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
組
織
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
、
各
班
の
代
表
が
そ

れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　

八
戸
地
域
分
会
は
鉄
道
退
職
者
の
会
新
規
加
入
歓
迎
会

と
併
せ
て
開
催
。
集
会
は
北
上
常
義
書
記
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
奧
山
力
分
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
、

鉄
道
退
職
者
の
会
八
戸
地
区
連
合
会
・
若
松
正
純
会
長
に

引
き
続
き
、
来
賓
の
山
名
文
世
八
戸
市
議
会
議
員
が
挨
拶

を
行
っ
た
。
阿
部
一
久
青
森
支
部
委
員
長
の
挨
拶
後
、
貨

物
班
・
野
田
茂
志
氏
、
運
輸
班
・
城
ノ
脇
雅
文
氏
、
工
務
班
・

松
橋
隆
氏
が
各
班
を
代
表
し
て
決
意
表
明
を
行
っ
た
。Ｊ

Ｒ
福
知
山
脱
線
事
故
か
ら
18
年
に
あ
た
り
「
４
・
２
５
安

全
行
動
日
」
を
沖
田
司
男
書
記
次
長
が
読
み
上
げ
、
奥
山

分
会
長
に
よ
る「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」に
て
閉
会
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
青
森
、
八
戸
共
事
務
所
に
て
交
流
会
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
関
、
北
上
地
区
で
も
メ
ー
デ
ー
集

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

佐々木　政　志
及　川　　　孝

拡大キャッチコピー「新しい仲間づくりを皆の力で」「一緒に解消しませんか、あなたの疑問。加入まってます」


